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S h o r t R e p o r t
木造軸組構法住宅の施工省力化に向けた軸組複合壁パネルの施工性検証
部分的実大モデルによる施工性の評価と施工時間の比較








基づく大工人口は，1950 年の 501 千人から住宅需
要増加に伴い上昇し 1980 年に近年最多の 937 千人
となったが，その後減少に転じ，2015 年には 315
千人まで落ち込んだ（国土交通省, 2015）．2015 年
においては大工人口の約 40%が 60 歳以上となり
（国土交通省, 2015），このままのペースで大工人口
が減り続ければ，2030 年には 15 万人，2065 年には
5 万人にまで落ち込むとの予測がある（蟹澤, 2021）．
民間シンクタンクの調査では，大工一人当たりの新
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し（図 2 の A および C），試験体 2 の出隅の壁の一
部（図 2 の A）は柱を壁の中央に設け，パネルの側
面に柱を持たない仕様とした． 
表 1 試験体の仕様 




壁パネル寸法     
 1 階 
階高 2800 mm 
－ 幅  910 mm×2 
幅 1820 mm×1 
 2 階 
階高 2800 mm 
－ 幅 910 mm×2 
部材仕様     
 土台・柱・梁 スギ製材 105×105 mm 
 間柱・枠材 スギ製材 45×105 mm 
 床 合板 24 mm 木ねじ@200 
 耐力壁面材 OSB 9 mm 木ねじ@150 







図 1 使用した梁受金物 
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図 3 パネル化タイプ連結概要 
 
施工手順 
施工は 2020 年 2 月 3 日～2020 年 2 月 4 日に秋田
県立大学木材高度加工研究所試験棟内にて行った．
施工手順は表 2 のとおりである．施工試験は先に試








取り付け，試験体 2 は施工現場で取り付けた． 
表 2 施工手順 
試験体名称 試験体 1 試験体 2 
種別 通常金物工法タイプ パネル化タイプ 





  2 階パネル製作 
   1 階パネル製作 
1 階施工 土台→1 階柱→梁→1
階床 
土台→1 階床 
  1 階床スペーサー→間
柱→1F 壁 
1 階壁 
2 階施工 2 階床 2 階床 
 2 階柱→梁 2 階壁 














試験体 1 の施工写真を図 4～6 に，試験体 2 の施
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れる．試験体 2 の組み立てについては，幅 1820 mm
のパネルでは重量 110 kg 程度となるが，クレーン
で吊り上げて作業をすれば施工に支障はなかった









図 4 試験体 1納品時（接合金物取り付き） 
 
図 5 試験体 1梁の施工  
 
図 6 試験体 1耐力壁面材の施工 
 
 
図 7 試験体 2パネル製作（軸組） 
 
図 8 試験体 2パネル製作（耐力壁面材留め付け） 
 
図 9 試験体 2パネル吊り上げ 
 
図 10 試験体 2パネル横連結 
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図 11 試験体 1，2完成時 






ものを表 3 に示す．試験体 1 の金物取付時間は作業
者からの聞き取りによった．試験体の施工に係る総
時間は，試験体 1 で 5 時間 10 秒，試験体 2 で 5 時
間 14 分 20 秒で，ほぼ同じであった．部品製作時間
を除く 1，2 階部分の作業時間で言えば，試験体 1
が 4 時間 30 分 10 秒，試験体 2 が 2 時間 11 分 20 秒
となり，パネル化した試験体 2 の方が作業時間が半
分以下となった．試験体 2 のパネル製作時間につい
ては合計で 3 時間 3 分であり，パネルごとの製作時
間では，910 mm幅（半間）パネルで約 30 分，1820 
mm 幅（1 間）パネルで約 40 分であった．試験体 2
のパネル部分の施工時間については，半間パネルで











れる．作業者の話によれば，半間幅の壁で 1 枚約 1
分でくぎ打ち可能であるとのことである． 
表 3 施工時間の比較 



















 小計 0:30:00   3:03:00 
1 階
部分 




0:53:25 土台 0:11:40 


















  小計 3:01:25   1:22:30 
2 階













 小計 1:28:45   0:48:50 
総合
計   5:00:10   5:14:20 
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A novel residential construction method with high productivity and less heavy labor is required because of the recent rapid decrease in skilled 
carpenters and young carpenters in Japan. Furthermore, a competitive residential product using rich forest resources in the Tohoku area must be 
developed and manufactured. Thus, we developed a frame complex wall that can simultaneously construct structural walls and timber frames. In 
this study, two partial wall mockups were constructed to verify the easiness and time merit of construction. One was constructed via the current 
labor-saving construction method using precut timbers and special hardware joints using drift pins. The other was constructed using the frame 
complex wall method under development, comprising the same members as the current method’s model. Consequently, the frame complex wall 
model maintained the same workability as the current method’s model and reduced the construction time to half. The development is ongoing. 
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